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新しい生涯教育（認定管理栄養士・認定栄養士）

制度が始まって一年が経過しました。

新しい生涯教育が始まって一年が経過しました。

一昨年までの受動的な生涯学習から、能動的で自らの業務に適する研修をめざす生涯職能開発を

目指しています。生涯職能開発では管理栄養士・栄養士としての知識・技術・倫理の面で研修を積み、

国民のために役立てる能力を身につけることを目標にします。新しい生涯教育では、どの分野の管

理栄養士・栄養士にも必要な知識や技術取得のための「基本研修プログラム」に力点を置き、各職

域のための「分野別実務研修プログラム」をプラスする形で構成され、各職域に通用する内容であ

るように工夫されております。 

また継続的な自己研鑚を目指すものでなければなりませんので、キャリアを支援するためにスキ

ルの到達度に応じた認定制度が設けられているのも新しい生涯教育の特徴の一つです。平成２８年

３月に第１回の認定管理栄養士の試験が実施される予定です。 

そして特定分野管理栄養士・栄養士（特定分野の専門性の認定）としまして、現在のところ「特

定保健指導管理栄養士」「静脈経腸栄養管理栄養士」「在宅訪問管理栄養士」「公認スポーツ栄養士」

を日本栄養士会が認めております。 

いまや他の職能団体でも専門性に重きを置いた認定制度を進めておりますが、管理栄養士・栄養

士もこの流れに乗らなければ社会から取り残されるだけではなく、消滅する可能性すら予測されま

す。管理栄養士・栄養士の職能を発展向上するために会員一人一人の力が必要です。是非ともあな

たも新しい生涯教育に参加して府民・国民に貢献できる管理栄養士・栄養士になりましょう。

（文責　研教　前田浩史）

生涯教育について
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